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はじめに

このプロジェクトは、令和6年能登半島地震で被災した⽅々を⽀援するため、国の「被
災⾼齢者等把握事業」を⽯川県が実施し、「誰も取り残さない被災者⽀援プロジェク
ト」として「全国災害ボランティア⽀援団体ネットワーク」（JVOAD）が委託を受けて
実施しているプロジェクトです。被災者を訪問し、県が⽤意する被災者データベースに
登録することで、すべての被災者ひとりひとりが必要な⽀援を受けられる体制を構築す
ることを⽬的に実施されるものです。
当研究所が担当する輪島市では、複数の「訪問活動実施団体」が協働で訪問活動
を実施しています。ご⾃⾝の所属される「訪問活動実施団体」とも事前に活動内容な
どを相談してお申し込み下さい。以下、参加登録の⼿順や現地での活動内容、⽣活
環境などについて解説します。みなさまの活動が安全に実施され、被災された⽅々の
⽣活再建や復興に役⽴つものとなるよう、事務局スタッフもしっかりサポートして参りま
す。

どうぞよろしくお願いします。

（１）訪問活動への参加登録について

所属する「訪問活動実施団体」からの指⽰に沿って、以下のWebフォームから下記の情報を
活動開始⽇（訪問活動初⽇）の3⽇前（⽕曜⽇）の19︓00までにお知らせください。

1

■スタッフ登録フォーム（ダイバーシティ研究所枠）
https://decojp.net/disaster/wajima2024/
※未登録の⽅は、フォームへの記⼊をよろしくお願いします。

【運転免許証登録】
現地での⾃動⾞運転が可能な⽅は、運転者登録フォームにもアクセスし免許証写真をお送りください。
免許証送付フォーム
https://decojp.net/disaster/wajimalicense/
（スマホでアクセスしカメラで免許証を撮影が便利です）
 

https://decojp.net/disaster/wajima2024/
https://decojp.net/disaster/wajimalicense/


（２）輪島市へのアクセスについて

輪島市までの移動については、以下の⼿段での移動をお願いしております。

■⾃家⽤⾞（または所属団体の⾞）の場合
輪島市近郊にお住まいで、⾃家⽤⾞を使って直接拠点（集合場所）にお越しの⽅は、直接指
定された各拠点へ活動⽇当⽇の9:00までに集合してください下さい。遠⽅からの参加で拠点で
の前泊を希望される⽅は、活動⽇前⽇の17:00以降にお越しください下さい。
※17時までは、拠点スタッフが不在の場合があります。

■公共交通機関を利⽤される場合
北陸鉄道バスが、⾦沢駅から輪島を結ぶ特急バスを運⾏（⽚道2,300円）しています。便数が
限られており、最新の時刻表を確認ください（下記時刻表は4⽉22⽇現在です）。

〇⾦沢市内から輪島市内
⾦沢駅⻄⼝にあるバスターミナルの7番乗り場から乗⾞します。13:30、もしくは15:00⾦沢発の
便にご乗⾞ください。 輪島駅（＝道の駅輪島）前※で下⾞します。それより早い便では、スタッフ
側で受け⼊れが難しいのでご注意ください。

〇輪島市内から⾦沢市内
輪島駅前から乗⾞可能です。
※輪島駅…宿泊拠点から徒歩15分、⾞で5分程度

■電⾞での移動について
⾦沢駅からは、「IRいしかわ鉄道」「のと鉄道」「北陸鉄道バス⽳⽔輪島線」を乗り継いで輪島まで
移動することも可能ですが、到着時間によってはスタッフが受け⼊れができないこともあります。電⾞
での移動を希望される場合は、事前にメールにて、到着時間を調整させてください。
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■あらかじめ予定された世帯を順番に訪問し、アセスメントシートにある項⽬についてお話を伺
います。
■訪問時は⽤紙に⼿書きで記⼊しても構いませんが、最終的にはプロジェクトの専⽤端末
（iPad）から、伺った内容を世帯と個⼈のシートに⼊⼒します。

（３）活動⽇（⾦⼟⽇）の流れ

（4）訪問活動の概要
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9:00 オリエンテーション 
10:00 訪問開始 
12:00 休憩 
13:00 訪問開始 
16:00 アセスメントシートの清書、データベースへの⼊⼒作業・引継ぎ相談など 
17:00 解散（⼣⾷や⼊浴など、⾃由にお過ごしいただけます）

＊午前中のみ、午後のみといった参加はできかねますのでご了承ください。

活動最終⽇について

17:00の終了後、または拠点に後泊ののち翌朝に、⾃家⽤⾞や公共交通機関で帰途につき
ます。各拠点から⾦沢市内までは、渋滞時には3時間程度かかることもありますので、当⽇のご
帰宅を検討される際は列⾞の最終時刻もご参照ください。

（参考︓2024年4⽉17⽇現在）
東京⽅⾯最終 かがやき518号（⾦沢発 21︓03→東京着23︓32）
⼤阪⽅⾯最終 つるぎ49号（⾦沢発 20︓56→敦賀 21︓53着

 敦賀発 22︓05→新⼤阪 23︓24着）

公共交通機関で⾦沢市内まで戻る場合は、17時の活動終了後の移動は難しく、後泊となり
ます。



（５）宿泊拠点について

輪島拠点に宿泊していただきます。直接現地に⾃家⽤⾞等で集合される場合は、カー
ナビの設定にご活⽤ください。
※活動の際は、「道の駅輪島ふらっと訪夢」や市役所などを使う予定です。

■輪島拠点
コメリハード＆グリーン輪島店 駐⾞場
住 所︓輪島市⼭岸町ほ11
電話番号︓090-7374-5417
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（6）各団体の名称と役割について

本プロジェクトにおいて輪島市内では、主に下記の団体が活動しています。

■⽯川県相談⽀援専⾨員協会（ISK）…障害のある⽅やその家族の⽀援
■輪島市内のケアマネージャー…⾼齢の⽅やその家族の⽀援
■全国災害ボランティア⽀援団体ネットワーク（JVOAD）

…災害⽀援団体のネットワーク
■ダイバーシティ研究所（DECO）

…訪問のコーディネートやトレーラーハウスの環境整備



（７）拠点の⽣活環境について

■トレーラーハウス等に宿泊することができます
トレーラーは基本的には男性・⼥性と分かれており、2段ベッドをお使いいただきま
す。

■寝具
掛布団、敷布団、枕、シーツと布団カバー、枕カバーを⽤意しています。シーツ、カ
バーは毎週交換します。ほかの⼈との寝具の使いまわしが苦⼿な⽅は、ご⾃⾝の
寝袋をご準備ください。

■⾷事
宿泊者には、昼⾷を事務局で準備をします。弁当などが中⼼です。もし苦⼿な
⾷べ物やアレルギーをお持ちの場合は、ご⾃⾝で持参されることをお勧めします。
朝⾷、⼣⾷は各⾃で調達ください。
トレーラー内には電⼦レンジ・電気ポット・紙⽫・紙コップ・ペットボトルの⽔等は⽤
意しています。

■トイレ、⽔道など
宿泊拠点のトイレは、男⼥兼⽤の仮設トイレのみです。輪島市は、⽔道が回復
して⽔洗トイレが使えるところもあります。宿泊拠点に⽔道はなく、ポリタンクで代
⽤しております。節⽔にご協⼒ください。

周辺には次のような施設があります。
■⾵呂…⾃衛隊の⼊浴⽀援や公衆浴場があります

輪島＝マリンタウン（15時〜20時）
 輪島KABULET（11時〜21時半）※490円

■コンビニ…周辺の⼀部のコンビニは営業再開しております。
時短営業をしているところも多く、営業時間にご注意ください。

■スーパー、ドラッグストア…周辺の店は営業を再開しているところも増えてきました。現
 地で必要なものは購⼊することができます。

■コインランドリー…拠点近くに⽔洗いも可能なコインランドリーが各市町内にあります。
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（８）持ち物・服装について

全員に持参していただきたいもの
□ 筆記⽤具
□ クリップボード
□ 健康保険証
□ 免許証（⾃動⾞を運転される⽅）

拠点に宿泊される⽅に持参していただきたいもの
□ 室内履き
□ タオル（フェイスタオル・バスタオル）
□ ウェットティッシュ
□      寝袋（寝具は⽤意していますが、ご⾃⾝の物をご持参いただいても構いません）
□      着替え（各⾃の⽇程に合わせて）
□      懐中電灯
□ 携帯などの充電器（拠点には電源とwifiがあります）
□ ⾬具（レインコート、傘等）

服 装
□    防寒具
□    ズボン
□    底が硬い靴
（⾬の⽇でも対応できる運動靴）
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輪島拠点のオープンチャット（⾃由参加）です。
情報交換等にお使いください。

トレーラーハウスは広くなく、
キャリーケースやリュックなど、
⼩さめの荷物の持ち込みを

おススメします。



（１０）訪問ガイダンスについて

訪問活動の⽬的や⽅法などについて、まとめたサイトを作成しています。以下は閲覧⽅法につ
いて説明しています。

①「輪島市アセスメントガイド」のページを開く。
以下のQRコードからアクセスが可能です。

②「訪問ガイダンス」からを開く。

③「事業の⽬的」〜「早急に専⾨家につなげた⽅がいい場合」までの各ページに⽬を通す

オリエンテーションに充てられる時間には限りがあり、アセス票ガイド」も含めて事前に⽬を通し
ていただけると幸いです。「事前研修」の項⽬には約10分の動画が2本アップされており、全体
でも30分程度でご覧いただくことが可能です。
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